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要旨 
この資料は、CAN機能に関する FAQ集です。 
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1. 標準 IDと拡張 ID 
 

お問い合わせ:  
 
CANの 1チャネルを使用し、標準 ID と拡張 IDを共存させて使用することは、可能でしょうか。 
 
回答: 
 
はい、可能です。 
 
例えば CAN0 を使用する場合、CAN0制御レジスタ(C0CTLR)の IDFM ビットに“10b”(ミックス IDモード)を設
定してください。 
 
標準 ID と拡張 IDの選択は、通常メールボックスの場合、対応するメールボックスの IDEビットで指定します。 
 
FIFO メールボックスモードの場合、受信 FIFOは C0FIDCR0、C0FIDCR1 レジスタの IDE ビット、送信 FIFO
は送信 FIFO の先頭のメールボックス(16 メールボックス内蔵マイコンの場合はメールボックス[8]、32 メール
ボックス内蔵版の場合はメールボックス[24])の IDEビットで指定します。 
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2. TRMREQビットの“0”クリア時間 
 

お問い合わせ:  
 
CiMCTLj レジスタの TRMREQ ビットをプログラムで 1→0 にしたとき、“0”になるまでの時間はどのくらいです
か。 
 
回答: 
 
TRMREQ ビットは“0”を設定すると、直ち（次の命令まで）に“0”になります。 
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3. 受信メッセージ IDの読み出し 
 

お問い合わせ:  
 
受信フィルタで マスクしている ID部分は、メッセージ受信後、読み出すことは可能でしょうか。 
 
回答: 
 
はい、読み出せます。 

対応するメールボックスの EID、SID値は、メッセージを受信したとき、受信したメッセージの IDで書き換えられ
ます。 
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4. CiMCTLRj レジスタの “00h”クリア 
 

お問い合わせ:  
 
CiMCTLRj レジスタに “00h”を設定しても“00h”になりません。 
 
回答: 
 
TRMREQ ビットを“0”クリアする場合に誤って SENTDATA ビットを“0”クリアする事がないように、両ビットを
同時に“0”クリアできないしくみとなっています。 
 
CANi メッセージ制御レジスタ j （CiMCTLRj）の“00h”クリアは、2回以上 “00h'”の書き込みが必要です。 
 
確実に CiMCTLj レジスタを“00h”クリアするために、該当するマイコンの CAN アプリケーションノートに従っ
た処理とすることを推奨いたします。 
 
※CANアプリケーションノート 
http://japan.renesas.com/products/mpumcu/r8c/Application_Notes.jsp 
[通信機能][CAN]で検索  
R8C/3xCANアプリケーションノート 
 
http://japan.renesas.com/products/mpumcu/m16c/Application_Notes.jsp 
[通信機能][CAN]で検索  
M15C/50シリーズ CANアプリケーションノート 
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5. バスオフ遷移時の再送動作 
 

お問い合わせ:  
 
エラーパッシブ状態で送信を実施したが、送信完了せず、バスオフ状態に遷移した場合、送信要求は自動的に

破棄されますか。 
 
回答: 
 
送信要求は自動的に破棄されません。 
 
バスオフ状態へ遷移時に一旦、再送は停止します。 
 
バスオフ状態へ遷移時、CiSTR、CiEIFR、CiRECR、CiTECRおよびCiTSRレジスタ(i=0, 1)を除く関連レジス
タの値は変化しません。 
 
※ユーザーズマニュアル ハードウェア編 
 [CANオペレーションモード(バスオフ状態)]の項を参照してください。 
 
そのため、バスオフ状態からエラーアクティブ状態へ遷移したとき、CiMCTLj レジスタやメールボックスの内容
はそのまま保持されており、送信要求ビット(TRMREQ)が“1”にセットされていれば、直ちに送信処理を開始し
ます。 
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6. 送信アボート処理の時間 
 

お問い合わせ:  
 
送信アボートを実行した場合、送信アボート完了するか、送信完了フラグがセットされるまでの最大時間はどれ

くらいですか？ 
  
回答: 
 
1 フレーム時間です。 
 
※ 
送信開始前にアボート要求ありの場合、直ちに送信アボートは完了します。 
送信開始後は、アービトレーション負け、またはエラーがなければ、1 フレーム送信に後送信完了となります。 
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7. CiCSSRレジスタの更新タイミング 
 

お問い合わせ:  
 
MBSMビットの変更時にも C0MSSRレジスタは更新されますか。 

 
回答: 
 
はい、更新されます。 

 

下記のタイミングで検索が実行されます。 

・MBSMビットが変更。 

・出力されたメールボックスの NEWDATA、SENTDATA、または MSGLOSTビットが"0"になる。 

・より優先順位の高いメールボックスの NEWDATA、SENTDATA、または MSGLOSTビットが"1"になる。 
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8. CANエラー時のメールボックスの値 
 

お問い合わせ:  
 
CANエラー時、メールボックスの値は更新されますか。 
 
回答: 
 
いいえ、メールボックスの値は更新されず、受信データは破棄されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R8C/3x, 5xシリーズ、M16C/50シリーズ CAN FAQ集 

     

R01AN0877JJ0101 Rev.1.01  Page 10 of 11 
2012.10.31  

9. DLCビットの値について 
 

お問い合わせ:  
 
DLCビットへ 1000b～1111bを設定した場合、バス上の DLC フィールドの出力値はどうなりますか。 

 
 
回答: 
 
DLCビットへ 1000b～1111bを設定した場合、データ長は 8バイトとなります。 

DLC フィールドへは、DLCビットへ設定した値が出力されます。 

※CRCは、DLCビットへ設定した値で計算され付加されます。 
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ホームページとサポート窓口 
 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。
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改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2011.11.15 — 初版発行 
1.01 2012.10.31  適応製品に R8C/5xシリーズを追加 

  7~10 No.6～No.9を追加 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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